
　プラスチックの回収を中止しました

い
ま
す
。

　
市
内
に
居
住
し
、
原
則
と
し
て

６０
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
会
員
に

な
れ
ま
す
。
草
刈
り
や
障
子
張
り

な
ど
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、
趣
味

を
生
か
し
た
グ
ル
ー
プ
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
　

１１
月
の
環
境
講
座

ネ
コ
の
ク
リ
ッ
プ
作
り

　
人
が
大
勢
集
ま
っ
た
場
所
で
自

分
の
靴
を
見
つ
け
る
の
は
大
変
で

す
。
そ
ん
な
と
き
に
こ
れ
が
あ
れ

ば
一
目
瞭
然
。
メ
モ
を
挟
ん
だ
り

す
る
の
も
か
わ
い
い
ネ
コ
の
ク

リ
ッ
プ
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

□
と
き
　
１１
月
８
日
㈯
午
前
9
時

半
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ□
定
員
　
１０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
１
５
０
円

□
持
ち
物
　
２０
㌢
物
差
し
、
ハ
サ

ミ
、
鉛
筆
、
裁
縫
道
具
な
ど

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
・
火
曜

日
休
館
）

青
少
年
健
全
育
成
県
民
大

会
を
開
催

　
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会

は
、
１１
月
の
「
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
強
調
月
間
」
に
合
わ
せ
て

毎
年
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
や
社
会
環

境
浄
化
、
非
行
防
止
に
つ
い
て
広

く
県
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
の

活
動
を
一
層
推
進
し
、
そ
の
定
着

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
本
年
度
は
本
市
で
開
催
さ
れ
、

青
少
年
や
青
少
年
育
成
活
動
功
労

者
の
表
彰
や
地
域
の
青
少
年
健
全

育
成
活
動
の
実
践
発
表
も
あ
り
ま

す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
来
場
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
て
図
上
訓
練
を

　
市
で
は
、
平
成
２４
年
度
か
ら

３
年
か
け
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
、
地
滑
り
危
険
区
域
を
表
示

す
る
「
市
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
中
の
作
成
地
域
（
大
井

町
、
長
島
町
、
東
野
、
三
郷

町
、
武
並
町
）
以
外
へ
は
、
既

に
自
治
会
を
通
し
て
配
布
し
ま

し
た
。
自
治
会
な
ど
で
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
災
害
図

上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
な
ど
を
行

い
、
危
険
箇
所
や
避
難
所
ま
で

の
経
路
の
確
認
な
ど
、
地
域
で

情
報
を
共
有
し
、
災
害
に
備
え

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
も
年
間
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
対
策
研
修
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
研
修
に
必

要
な
資
機
材
の
貸
し
出
し
や
講

師
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。
自

治
会
や
職
場
な
ど
で
防
災
対
策

研
修
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
防
災
対
策
研
修
の
内
容
や
申

し
込
み
方
法
な
ど
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
city.ena.lg.jp/

）
で
確
認

す
る
か
防
災
情
報
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
防
災
情
報
課
（
内
線
３
１

６
）

□
と
き
　
１１
月
９
日
㈰
午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
東
濃
圏
域
の
活
動
発
表

❶
「
中
野
方
ふ
る
さ
と
か
る
た
」

が
で
き
た
～
取
り
組
み
と
成
果
～

❷
串
原
「
中
山
太
鼓
」
伝
承
活
動

の
取
り
組
み
と
太
鼓
の
披
露

※
大
会
当
日
表
彰
さ
れ
る
「
家
庭

の
日
」
啓
発
図
画
と
ポ
ス
タ
ー
の

入
賞
作
品
は
、
同
会
場
展
示
室
で

１１
月
６
日
㈭
正
午
か
ら
大
会
終
了

ま
で
展
示
し
て
い
ま
す

□
料
金
　
無
料

　
　
生
涯
学
習
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
０
）

第
１９
回
白
鳩
学
園
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

□
と
き
　
１１
月
３
日
㈪
午
前
１０
時

～
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）

□
と
こ
ろ
　
白
鳩
学
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
大
井
町
）

□
内
容
　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

バ
ザ
ー
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど

　   

白
鳩
学
園
志
２
６
―
２
１
６

０地
域
で
活
躍
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
知
識
や
技
能
、
経

験
を
生
か
し
た
仕
事
を
通
じ
て
地

域
の
社
会
づ
く
り
に
も
貢
献
し
て

め
、「
歯
と
健
康
の
県
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１１
月
２
日
㈰
午
前
１０
時

～
午
後
０
時
半

□
と
こ
ろ
　
岐
阜
産
業
会
館
（
岐

阜
市
）

□
テ
ー
マ
　「
食
と
命
」
生
涯
自

分
の
歯
で
食
べ
よ
う

□
内
容
　
▽
各
種
表
彰
＝
８
０
２

０
推
進
財
団
理
事
長
賞
表
彰
な
ど

▽
講
演
会
＝
南
雲
吉
則
氏
（
ナ
グ

モ
ク
リ
ニ
ッ
ク
総
院
長
）
に
よ
る

講
演

　
　（
公
社
）
県
歯
科
医
師
会
志

０
５
８
―
２
７
４
―
６
１
１
６

Ｊ
Ｒ
Ａ
の
勝
馬
投
票
券
の

発
売
と
払
い
戻
し
を
開
始

　
笠
松
競
馬
場
と
シ
ア
タ
ー
恵
那

で
、Ｊ
Ｒ
Ａ
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

の
勝
馬
投
票
券
の
発
売
と
払
い
戻

し
を
開
始
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
Ａ
の

全
レ
ー
ス
を
発
売
し
、
Ｇ
１
レ
ー

ス
は
前
日
発
売
も
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

Ａ
競
馬
場
や
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
（
場
外
勝

馬
投
票
券
発
売
所
）
な
ど
で
購
入

し
た
馬
券
の
払
い
戻
し
や
返
還
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
機
会
に
笠
松
競
馬
場
や
シ

ア
タ
ー
恵
那
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
　
シ
ア
タ
ー
恵
那
志
２
５
―
７

７
６
７

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
を

開
設

　
市
立
恵
那
病
院
で
は
、
９
月
か

ら
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
回
復

期
と
は
、
脳
血
管
疾
患
や
大だ

い

腿た
い

骨こ
つ

頸け
い

部ぶ

骨
折
、
脊
椎
や
骨
盤
骨
折
、

そ
の
他
の
病
気
を
患
い
、
急
性
期

治
療
を
終
え
て
症
状
が
安
定
し
始

め
た
時
期
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
で
は
、
自
然
回
復
を
促
す
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
多
職
種
の
医

療
専
門
職
員
が
チ
ー
ム
を
編
成
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
寝
た
き
り
な
ど
を

防
止
し
、
在
宅
生
活
に
復
帰
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

【
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
の
職
種
】

　
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
薬

剤
師
、
管
理
栄
養
士
、
介
護
福
祉

士
、
社
会
福
祉
士
、
そ
の
他
必
要

に
応
じ
た
ス
タ
ッ
フ

【
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の
三
つ
の
目
的
】

　
本
病
棟
は
日
常
生
活
機
能
の
向

上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

❶
離
床
支
援
　

　
日
常
生
活
の
行
動
全
て
が
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。

退
院
後
の
生
活
を
考
え
、
で
き
る

だ
け
日
中
は
普
段
着
、
夜
は
パ
ジ

ャ
マ
に
着
替
え
、
日
常
生
活
で
で

き
る
こ
と
を
徐
々
に
増
や
し
て
い

き
ま
す
。
今
後
は
個
別
訓
練
以
外

に
も
趣
味
の
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な

余
暇
活
動
も
追
加
し
て
い
く
予
定

で
す
。

❷
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施
　

　
在
宅
復
帰
に
当
た
り
、
患
者
と

そ
の
家
族
、
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
で

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
事
例
検
討
会
）

を
行
い
、
そ
の
内
容
を
基
に
患
者

個
人
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま

す
。
ま
た
専
従
の
理
学
療
法
士
や

作
業
療
法
士
が
き
め
細
か
い
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
患
者

と
そ
の
家
族
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

❸
退
院
後
の
支
援
　

　
在
宅
復
帰
な
ど
退
院
後
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
必
要
な

方
に
は
住
宅
改
修
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。
ま
た
在
宅
復

帰
が
困
難
な
方
も
、
社
会
福
祉
士

が
地
域
と
連
携
し
、
施
設
へ
の
入

所
も
考
慮
し
な
が
ら
退
院
調
整
を

進
め
ま
す
。

　
そ
の
他
、
不
明
な
点
な
ど
は
、

本
院
の
主
治
医
や
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
立
恵
那
病
院
志
２
６
―
２

１
２
１

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
入
会
説
明
会
を
、
毎
月
第
２
木

曜
日
の
午
後
１
時
半
か
ら
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

志
２
５
―
７
７
８
８
、
恵
南
事
務

所
志
４
３
―
４
３
１
１

　ふれあいエコプラザでは、１０月１日から、軟質と硬質プラスチッ
クの回収を中止しました。可燃ごみとして出してください。ペットボ
トルや発泡トレー、CD、DVD は今まで通り回収します。
　これまで、プラスチックは市外の再生工場へトラックで運んで再生
利用していましたが、燃料費を掛けて運ぶことが環境への負荷になる
ことなどを考え、比較的二酸化炭素の排出や、資源やエネルギー消費
の少ないエコセンター恵那での RDF 化（固形燃料化）を選択するこ
とになりました。皆さんの理解と協力をお願いします。
回収できないプラスチックごみ

●軟質プラスチック（容器包装）　マヨネーズ
やケチャップの外袋、卵ケース、レジ袋など
●硬質プラスチック（生活雑貨）　バケツ、シャ
ンプーボトル、衣装ケース、プランターなど
　　ふれあいエコプラザ志２５-１５１５（月・火
曜日休館）

無
料
の
調
停
相
談
を
開
催

　
中
津
川
調
停
協
会
で
は
、
無
料

の
調
停
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２７
日
㈪
午
前
１０
時

～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
に
ぎ
わ
い
プ

ラ
ザ
６
階
（
Ｊ
Ｒ
中
津
川
駅
前
）

□
内
容
　
家
庭
内
紛
争
、
交
通
事

故
、
土
地
建
物
、
金
銭
な
ど
の
問

題
の
調
停
相
談

□
相
談
員
　
調
停
委
員
、
弁
護
士

□
そ
の
他
　
予
約
は
不
要
で
す
。

　
　
中
津
川
簡
易
裁
判
所
志
０
５

７
３
―
６
６
―
１
５
３
０

「
第

　
回
歯
と
健
康
の
県

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

　　
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
県
民
の

口こ
う

腔く
う

保
健
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

案
　
　
内

▲好みのネコクリップを作る

▲地図で危険箇所などを確認

緊急

２２

問

申
・
問

問

問

問

問問

問

問

問

11 102014.10.15 広報えな

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

こ
ど
も
園



　
い
わ
む
ら
城
下
お
か
げ
ま
つ

り
と
大
正
村
か
え
で
ま
つ
り

は
、
１１
月
２
日
㈰
に
同
日
開
催

し
ま
す
。
当
日
、
各
会
場
へ
の

移
動
に
１
０
０
円
で
乗
車
で
き

る
明
知
鉄
道
の
「
お
ま
つ
り
列

車
」が
３
往
復
運
行
さ
れ
ま
す
。

【
い
わ
む
ら
城
下
お
か
げ
ま
つ

り
】

　
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
味
わ

え
る
江
戸
横
丁
や
和
太
鼓
の
演

奏
、
移
動
動
物
園
、
古
く
か
ら

縁
の
あ
る
知
多
市
と
西
尾
市
、

藤
枝
市
、
掛
川
市
、
伊
豆
市
の

特
産
物
販
売
が
楽
し
め
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２
日
㈰
午
前
１０

時
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
本
通
り

　
　
岩
村
振
興
事
務
所
志
４
３

―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

【
大
正
村
か
え
で
ま
つ
り
】

　
農
産
物
の
品
評
会
と
即
売

会
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
の
子
ど
も

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
や
ま
ち
な
か

市
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２
日
㈰
午
前
１０

時
～
午
後
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
大
正
村
広
場
周
辺

　
　
市
恵
南
商
工
会
明
智
支
所

志
５
４
―
２
９
０
２

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
通
し
て
、

社
会
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
見
学

も
歓
迎
で
す
。
受
講
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
▽
水
曜
日
コ
ー
ス
＝

１０
月
２９
日
～
１２
月
２４
日
午
前
１０

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

▽
金
曜
日
コ
ー
ス
＝
１０
月
３１
日

～
１２
月
２６
日
午
前
１０
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
途
中
参
加
も
可
能
で
す

□
と
こ
ろ
　
▽
水
曜
日
コ
ー
ス

＝
中
コ
ミ
セ
ン
　
▽
金
曜
日

コ
ー
ス
＝
岩
村
振
興
事
務
所

□
対
象
　
市
内
に
在
住
し
、
障

害
者
手
帳
を
持
つ
方
、
難
病
疾

患
の
方
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

□
定
員
　
各
７
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
な
ど
の
基
礎

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
（
パ
ソ
コ
ン
が
な

い
方
に
は
、
先
着
４
台
ま
で
貸

し
出
し
ま
す
）

　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

　
米
粉
と
季
節
の
サ
ツ
マ
イ
モ

を
使
っ
た
「
お
さ
つ
ロ
ー
ル
」

を
作
り
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２６
日
㈰
午
前
９

時
半
～
午
後
０
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
１８
歳
以
上

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
▽
会
員
＝
６
０
０
円 

▽
非
会
員
＝
１
０
０
０
円

□
講
師
　
岡
田
節
子
さ
ん

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
容
器
、
布
巾
な

ど

　
　
　
　
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０

０
６
８
（
平
日
午
前
１０
時
～
午

後
３
時
）

　
市
役
所
か
ら
阿
木
川
ダ
ム
を

経
て
、明
知
鉄
道
岩
村
駅
ま
で
、

み
ん
な
で
楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん

か
。
こ
の
日
は
、
阿
木
川
ダ
ム

の
堤
体
登
山
が
で
き
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
３
日
㈪
（
小
雨

決
行
）

□
出
発
　
午
前
８
時
半
～
９
時

に
市
役
所
前
で
受
け
付
け
後
、

順
次
出
発
し
ま
す
。

□
料
金
　
▽
中
学
生
以
上
＝

６
０
０
円
　
▽
小
学
生
以
下
＝

４
０
０
円

□
コ
ー
ス
　
❶
岩
村
駅
ま
で
１３

㌔
　
❷
岩
村
城
跡
経
由
岩
村
駅

ま
で
２０
㌔

※
受
け
付
け
で
参
加
証
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

参
加
証
で
明
知
鉄
道
の
岩
村
駅

―
恵
那
駅
、
明
智
駅
間
が
無
料

で
乗
車
で
き
ま
す

　
　
明
知
鉄
道
志
５
４
―
４
１

０
１
、
石
畳
グ
ル
ー
プ
志
０
５

７
３
―
６
５
―
３
５
３
４
　

み
ん
な
の
掲
示
板

　
こ
と
し
立
村
３０
周
年
を
迎
え

た
日
本
大
正
村
で
、
山
本
芳
翠

の
油
彩
画
と
水
墨
画
展
を
開
催

し
ま
す
。
３
月
に
国
の
重
要
文

化
財
の
指
定
を
受
け
た「
裸
婦
」

の
複
製
も
展
示
し
ま
す
。

□
期
間
　
１１
月
１
日
㈯
～
１２
月

１５
日
㈪
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
大
正
ロ
マ
ン
館

□
内
容
　
市
と
山
本
芳
翠
顕
彰

会
所
蔵
の
油
彩
画
と
水
墨
画

□
料
金
　
３
０
０
円

　
　
日
本
大
正
村
観
光
案
内
所

志
５
４
―
３
９
４
４

　　
現
在
修
理
中
の
市
指
定
有
形

文
化
財
浄
光
寺
の
現
場
見
学
会

を
「
い
わ
む
ら
城
下
お
か
げ
ま

つ
り
」に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

□
日
に
ち
　
１１
月
２
日
㈰
（
雨

天
中
止
）

□
時
間
　
▽
一
般
公
開
＝
午
前

１０
時
～
午
後
３
時
　
▽
説
明
会

＝
午
前
１１
時
、
午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
遍
照
山
浄
光
寺

（
岩
村
町
本
町
）

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装

と
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら
で

ん
で
ん
け
ん
志
３
２
―
１
２
６

３　
恵
那
と
中
津
川
を
舞
台
に
５７

年
前
に
撮
影
さ
れ
た
映
画｢

青

い
山
脈｣

。
現
代
版
に
リ
メ
イ

ク
し
、
公
開
６０
周
年
を
迎
え
る

２
０
１
７
年
を
目
標
に
制
作
す

る
構
想
を
、
当
時
の
主
演
男
優

宝
田
明
さ
ん
が
直
接
市
民
の
皆

さ
ん
に
話
し
ま
す
。当
日
は「
青

い
山
脈
」
を
上
映
し
、
全
て
の

上
映
会
で
宝
田
氏
が
舞
台
あ
い

さ
つ
を
し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２８
日
㈫
❶
午
前

９
時
４５
分
❷
午
後
１
時
半
❸
午

後
５
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
料
金
　
▽
前
売
り
＝
１
０
０

０
円
　
▽
当
日
＝
１
５
０
０
円

□
チ
ケ
ッ
ト
　
各
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
で
発
売
中

　
　
青
い
山
脈
を
見
る
会
志
０

５
７
３
―
６
２
―
１
５
４
５

　
恵
南
植
物
保
護
の
会
明
智
支

部
で
は
、
チ
ョ
ウ
の
好
き
な
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
す
っ
か
り
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
を
再
生
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
作
業
は
、
植
え
た

苗
木
草
木
の
維
持
管
理
で
す
。

□
対
象
　
６０
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
恵
南
植
物
保
護
の
会

明
智
支
部
志
０
９
０
―
５
４
５

９
―
１
９
９
７

子
ど
も
と
楽
し
む
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
ジ
ャ
ズ

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ジ
ャ
ズ

の
生
演
奏
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
大
人
だ
け
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈯
午
後
２

時
～
３
時

□
料
金
　
▽
高
校
生
以
上
＝

１
０
０
０
円
　
▽
中
学
生
以
下

＝
無
料

※
チ
ャ
ー
ジ
料
込
み
、
ワ
ン
ド

リ
ン
ク
付
き

大
人
の
た
め
の
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ

ム
ジ
ャ
ズ

　
新
し
く
な
っ
た
浪ろ

漫ま
ん

亭て
い

の

デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、

す
て
き
な
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈯
午
後
７

時
（
開
場
は
午
後
６
時
）

□
料
金
　
３
５
０
０
円

※
チ
ャ
ー
ジ
料
込
み
、
食
事
と

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き

共
通

□
と
こ
ろ
　
大
正
村
浪
漫
亭

□
そ
の
他
　
予
約
が
必
要

　
　
　
　
大
正
村
浪
漫
亭
志

５
５
―
０
０
５
５

消
防
団
活
動
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
中

　
消
防
団
活
動
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
防
火
や
防
災
の
意
識
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

□
テ
ー
マ
　
消
防
団
活
動
に
関
す

る
こ
と
（
各
種
行
事
や
日
ご
ろ
の

活
動
風
景
）

□
写
真
サ
イ
ズ
　
四
つ
切(

ワ
イ

ド
四
つ
切
含
む)

□
賞
　
特
別
賞
（
市
長
賞
）、
特

選
（
３
点
）、
準
特
選
（
２
点
）、

入
選
・
佳
作
（
各
１０
点
程
度
）、

参
加
賞

□
申
し
込
み
方
法
　
消
防
本
部
や

各
消
防
署
、
振
興
事
務
所
、
市
内

の
各
写
真
店
に
備
え
付
け
の
応
募

票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作

品
の
裏
側
に
貼
り
付
け
て
各
消
防

署
へ
提
出
す
る

□
締
め
切
り
　
平
成
２７
年
１
月
３１

日
㈯

□
表
彰
式
　
平
成
２７
年
２
月
下
旬

※
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://w

w
w

.city.ena.
lg.jp/

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
消
防
課
志
２
６
―
０
１

１
９
（
内
線
２
５
０
）

青
色
申
告
決
算
な
ど
の
説

明
会
を
開
催

　
中
津
川
税
務
署
で
は
、
青
色
申

告
を
し
て
い
る
個
人
を
対
象
に
、

決
算
の
留
意
事
項
な
ど
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１８
日
㈫
午
後
１
時

半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
市
健
康
福
祉

会
館

　
　
中
津
川
税
務
署
個
人
課
税
第

一
部
門
志
０
５
７
３
―
６
６
―
９

２
３
７

農
地
中
間
管
理
事
業
の
説

明
会
を
開
催

　　
農
地
の
貸
し
借
り
の
新
し
い
仕

組
み
と
な
る
農
地
中
間
管
理
事
業

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
農
地
を
貸
し
た
い
方
や
農
地
を

借
り
た
い
方
、
分
散
し
た
農
地
を

集
約
し
た
い
方
、
農
地
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

□
と
き
　
１１
月
６
日
㈭
午
後
１
時

半
～

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
農
地
中
間
管
理
事
業
や

機
構
集
積
協
力
金
な
ど
の
説
明
会

（
説
明
会
後
に
個
別
相
談
も
あ
り

ま
す
）

　
　
農
林
課
（
内
線
５
１
７
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

え
な
イ
ー
ス
ト
の
パ
ン

作
り
教
室

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

郷
土
の
画
家
山
本
芳
翠

展 お
か
げ
ま
つ
り
と
か
え

で
ま
つ
り
は
同
日
開
催

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
ｉ
ｎ

大
正
村
浪
漫
亭

宝
田
明
氏
が
「
青
い
山

脈
」
の
舞
台
あ
い
さ
つ

浄
光
寺
の
修
理
現
場
見
学

会

メ
モ
リ
ア
ル
マ
ー
チ

２
０
１
４

ギ
フ
チ
ョ
ウ
な
ど
を
再

生
す
る
仲
間
を
募
集

▲子どもに好評のミニＳＬ

▲当日舞台あいさつする宝田氏

▲国指定の重要文化財「裸婦」

問 申
・
問

問

申
・
問

問

申
・
問

問

問

問

問

申
・
問

申
・
問

問

13 122014.10.15 広報えな

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

こ
ど
も
園



助
産
師
相
談
室
「
ひ
と
ね

る
」

母
乳
育
児
相
談

□
内
容
　
母
乳
が
詰
ま
っ
て
発
熱

や
痛
み
が
あ
る
、
母
乳
が
不
足
し

て
い
る
気
が
す
る
、
赤
ち
ゃ
ん
が

ず
っ
と
泣
い
て
対
応
が
分
か
ら
な

い
―
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
料
金
　
３０
分
２
１
６
０
円
、
以

後
３０
分
ご
と
に
１
０
８
０
円
を
加

算胎
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

□
内
容
　
胎
盤
や
臍さ

い

帯た
い

の
位
置
、

羊
水
量
、
心
臓
の
動
き
な
ど
、
お

腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
状
況
を
超

音
波
診
断
装
置
（
エ
コ
ー
）
で
確

認
し
ま
す
。

□
所
要
時
間
　
１５
～
３０
分

□
料
金
　
６
４
８
０
円

□
そ
の
他
　
周
産
期
医
療
セ
ン

タ
ー
の
川か

わ

鰭ば
た

市
郎
先
生
が
月
に
一

　シアター恵那１１月の開催情報

　　　　　　　  　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□ラブミーチャン記念シリーズ　１０日㈪～１４日㈮
□笠松グランプリシリーズ　２５日㈫～２８日㈮
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※ＪＲＡの全レース、名古屋競馬や金沢競馬など全
国の地方競馬のレースも発売。大井競馬や川崎競馬、
門別競馬などナイター発売する日もあります

市の人口（１０月１日現在）
総数５３，１６５人（－45）
  男  ２５，７０５人（－18）
  女  ２７，４６０人（－27）
世帯１９，５３６世帯（－８）

（　）内は前月との比較
市内の火災（９月）
建物１件（８件）
その他０件（１９件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（９月中の
概数）
人身事故１６件（１０１件）
物損事故１１０件（１，１０９件）
負傷者１９人（１２２人）
死者　１人（３人）

（　）内は１月からの累計
救急車出動回数（９月）
１９４回（１，７１０回）

（　）内は１月からの累計

度
土
曜
日
に
来
院
し
、
話
を
し
ま

す
（
不
定
期
）。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

□
内
容
　
お
母
さ
ん
の
手
で
赤

ち
ゃ
ん
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す

（
赤
ち
ゃ
ん
の
情
緒
安
定
と
成
長

発
達
を
促
す
効
果
が
あ
り
ま
す
）。

□
料
金
　
５
４
０
円

電
話
相
談

□
内
容
　
授
乳
の
方
法
や
ミ
ル
ク

の
足
し
方
、
乳
房
ト
ラ
ブ
ル
、
母

乳
の
や
め
方
、
育
児
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
料
金

　
無
料

共
通

□
と
こ
ろ
　
市
立
恵
那
病
院

□
そ
の
他
　
電
話
相
談
以
外
は
予

約
が
必
要
で
す
。

□
受
け
付
け
時
間
　
平
日
午
前
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法人市民税
　地域間の税源の偏差性を是正し、財政力格差の
縮小を図るため法人市民税法人税割の一部が国税
化されました。10 月 1 日以後に開始する事業年
度から、法人市民税の法人税割の税率を引き下げ
ます。
▷９月３０日までに開始した事業年度の法人税割
の税率＝１４．７㌫
▷１０月１日以後に開始する事業年度の法人税割
の税率＝１２．１㌫

※今回の税制改正に伴い、１０月１日以後に開始
する最初の事業年度の予定申告額について、法人
税割は前年度の法人税割額の４．７／１２（通常は
６／１２）となります。
軽自動車税
　軽自動車の大型化や高性能化、自動車税との負
担の均衡を図るため、来年 4 月 1 日から、軽自
動車税の税率が、下記の表の通り変更になります。
　皆さんの理解と協力をお願いします。
　　税務課（内線５０２）

法人市民税と軽自動車税の税率を改定

◇ 3 輪車と４輪車は、平成 27 年 4 月 1 日以後に新規登録する車両から新税率が適用されます。
◇平成 27 年 3 月 31 日までに新規登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた車両）は、登録後
13 年までは現行税率のままです。
※初めて車両番号の指定を受けた月から 13 年を経過した車両（電気軽自動車等を除く）は、平成
28年度から、経年重課の税率が適用されます。経年重課税率は環境負荷の大きい車両に適用されます。

●

●

【原動機付自転車と二輪車など】

車種区分
税率（年額）

平成２６年度まで 平成２７年度以降
原動機付自転車（排気量５０cc 以下） １，０００円 ２，０００円
原動機付自転車（排気量５０cc 超９０cc 以下） １，２００円 ２，０００円
原動機付自転車（排気量９０cc 超１２５cc 以下） １，６００円 ２，４００円
原動機付自転車ミニカー（排気量５０cc 以下） ２，５００円 ３，７００円
２輪の軽自動車（排気量１２５cc 超２５０cc 以下） ２，４００円 ３，６００円
２輪の小型自動車（２５０cc 超） ４，０００円 ６，０００円
小型特殊自動車農耕作業用（トラクター、コンバインなど） １，６００円 ２，４００円
小型特殊自動車その他（フォークリフト、ロード・ローラーなど） ４，７００円 ５，９００円

【３輪と４輪以上の軽自動車】

車種区分

税率（年額）
平成２７年３月３１日
までの新規登録車

（現行税率）

平成２７年４月１日
以降の新規登録車

（新税率）
新規登録後１３年超

（経年重課）※

３輪（６６０cc 以下） ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円
４輪乗用自家用 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円
４輪乗用営業用 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円
４輪貨物自家用 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円
４輪貨物営業用 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円
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